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法
律
無
料
相
談
開
く

(
市
民
ま
つ
り
)

下
半
期
活
動
計
画
決
る

中
大
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

｢
駿
河
台
｣
の
思
い
出

酒

　

井

　

　

博

母
校
中
央
大
学
は
､
創
立
百
年

を
経
て
校
舎
も
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

を
も
っ
て
最
高
学
府
の
存
在
と
な

っ
た
こ
と
を
心
か
ら
祝
福
す
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
｡

名
実
と
も
に
誇
-
高
き
こ
の
現

実
を
回
顧
す
る
に
中
央
大
学
は
､

何
と
し
て
も
駿
河
台
時
代
に
確
固

た
る
基
盤
を
築
い
た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
と
思

い
ま
す
｡
私
は
､
昭
和
十
八
年
に

法
学
部
を
卒
業
し
ま
し
た
が
駿
河

台
の
校
舎
で
お
世
話
に
な
り
､
そ

こ
で
学
生
生
活
を
終
わ
っ
た
者
の

一
人
で
あ
-
ま
す
｡
当
時
を
思
う

と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
懐
か
し
く

浮
か
ん
で
き
ま
す
｡
数
あ
る
中
で

ま
ず
校
舎
が
駿
河
台
に
在
っ
て
通

学
に
便
利
で
あ
-
'
神
田
は
本
屋

や
洋
服
屋
が
軒
を
並
べ
て
い
た
り
､

学
生
に
は
何
か
と
都
合
の
良
い
こ

と
が
多
く
'
他
の
学
生
も
集
ま
っ

て
来
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
学
生
の

街
で
し
た
｡

次
に
駿
河
台
は
､
御
茶
ノ
水
駅

を
中
心
に
聖
橋
や
ニ
コ
ラ
イ
堂
､

湯
島
聖
堂
､
神
田
明
神
､
日
大
､

明
大
､
専
修
大
等
が
在
-
､
特
に

ニ
コ
ラ
イ
の
鐘
の
音
は
あ
ま
-
に

も
有
名
で
し
た
｡

少
し
足
を
伸
ば
し
て
散
策
す
れ

ば
湯
島
天
神
や
上
野
公
園
､
九
段

の
靖
国
神
社
等
が
あ
っ
て
､
疲
れ

た
頭
を
休
め
る
に
は
好
都
合
な
場

所
で
も
あ
り
ま
し
た
｡

当
時
の
学
制
は
､
学
部
､
予
科
､

専
門
部
の
制
度
と
な
っ
て
お
-
､

学
生
は
､
規
律
正
し
く
､
制
服
　
(

和
服
の
場
合
は
袴
)
､
制
帽
を
着

用
し
な
け
れ
ば
､
原
則
と
し
て
登

校
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
す
｡そ

れ
か
ら
駿
河
台
と
い
う
地
理

的
好
条
件
も
あ
っ
て
霞
ヶ
関
の
官

公
庁
や
'
丸
の
内
､
日
本
橋
等
を

中
心
と
す
る
各
種
会
社
の
勤
務
者

で
夜
間
部
を
利
用
し
て
の
通
学
者

が
多
か
っ
･
た
の
で
す
｡
特
に
軍
国

時
代
華
や
か
な
り
し
頃
は
'
昼
間

部
の
学
生
は
'
軍
事
教
練
な
る
も

の
が
必
須
科
目
と
な
っ
て
相
当
の

時
間
や
労
力
を
費
や
さ
れ
､
そ
れ

に
合
格
し
な
い
と
卒
業
が
出
来
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
-
ま
し
た
｡

そ
れ
を
避
け
る
た
め
就
職
者
で
な

く
と
も
わ
ざ
わ
ざ
夜
間
部
に
籍
を

置
い
て
､
昼
間
は
図
書
館
で
充
分

に
勉
強
し
､
夜
間
に
講
義
を
聴
-

と
い
う
学
生
も
多
く
い
ま
し
た
｡

高
文
試
験
委
員
で
東
大
等
で
も

有
名
な
学
者
が
､
多
数
夜
間
部
の

講
師
と
し
て
出
向
さ
れ
て
い
た
の

で
､
夜
間
部
の
学
生
の
ほ
う
が
試

験
に
強
か
っ
た
よ
う
で
し
た
｡

尚
駿
河
台
で
の
誇
-
は
､
中
央

の
学
生
は
真
面
目
で
あ
り
'
法
律

に
強
い
と
い
う
定
評
で
し
た
｡
そ

れ
に
学
費
は
私
立
大
学
と
し
て
一

番
安
か
っ
た
こ
と
も
驚
き
の
一
つ

で
し
た
｡
そ
れ
で
い
て
学
校
当
局

は
､
金
持
ち
で
他
の
大
学
に
金
を

貸
し
て
い
た
と
い
う
噂
も
駿
河
台

に
流
れ
て
い
ま
し
た
｡

当
時
の
学
長
は
､
本
学
出
身
者

で
司
法
大
臣
も
勤
め
ら
れ
た
-
ツ

パ
な
林
頼
三
郎
先
生
　
(
刑
法
と
刑

訴
法
担
当
)
　
で
ー
し
た
｡

全
く
温
厚
篤
実
な
方
で
よ
く
　
｢

静
か
な
る
こ
と
林
の
如
し
｣
　
等
と

言
わ
れ
て
慕
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
｡

そ
れ
か
ら
卒
業
式
や
入
学
式
､

大
講
演
会
等
は
､
大
講
堂
で
挙
行

さ
れ
て
い
ま
し
た
｡
そ
の
大
講
堂

な
る
も
の
は
､
昭
和
十
年
に
竣
工

さ
れ
た
非
常
に
気
品
の
高
い
も
の

で
､
駿
河
台
で
は
､
素
晴
ら
し
い

建
物
の
一
つ
で
あ
-
ま
し
た
｡

ま
だ
随
想
に
限
-
は
あ
り
ま
せ

ん
が
､
紙
面
の
制
限
に
よ
-
以
上

の
雑
文
を
も
っ
て
掴
筆
し
ま
す
｡

(
当
支
部
顧
問
)

み
ん
な
で
歌
お
う

歩
こ
う
大
学
通
り

今
年
も
市
民
ま
つ
り
に
参
加
し
ー

例
年
通
-
法
律
無
料
相
談
と
バ
ザ

ー
を
行
な
い
ま
す
｡

法
律
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
毎
年

多
数
の
方
が
相
談
に
来
ら
れ
､
担

当
の
諸
先
生
も
今
か
ら
ハ
-
キ
っ

て
お
ら
れ
ま
す
｡

法
律
弁
護
士
　
石
川
正
明
先
生

弁
護
士
　
溝
口
敬
大
先
生

税
務
税
理
士
　
宍
戸
勇
之
先
生

不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

久
保
田
利
雄
先
生

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
で
は
'
昨
年

は
約
十
六
万
円
の
売
-
上
げ
が
あ

り
､
そ
の
内
一
部
を
社
会
福
祉
団

体
へ
寄
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
｡

皆
様
方
の
ご
協
力
に
は
感
謝
で

い
っ
ぱ
い
で
す
｡
と
共
に
'
今
年

も
ま
た
､
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
｡
ご
連
絡
下
さ
れ
ば
'
お
預

か
-
に
伺
い
ま
す
｡
(
山
崎
7
2
-
≡

九
四
八
･
風
間
7
6
-
二
五
九
一
)
｡

今
年
は
十
一
月
三
日
　
(
月
)
　
が

ま
つ
-
実
施
日
で
､
二
日
　
(
冒
)

が
準
備
日
と
な
-
ま
す
｡
三
日
は

朝
八
時
半
か
ら
大
学
通
-
西
側
緑

地
帯
で
テ
ン
ト
設
営
な
ど
準
備
を

し
ま
す
｡
時
間
の
有
る
方
は
是
非

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
｡
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百
周
年
記
念
映
画
と
鰹
会

国
立
　
支
部

国
立
名
物
の
さ
-
ら
祭
り
が
終

わ
っ
て
間
も
な
い
四
月
二
十
日
㈲
一

第
九
回
定
時
総
会
は
国
立
駅
前
商

協
ビ
ル
で
行
わ
れ
た
｡

総
会
に
先
立
ち
､
創
立
百
周
年

記
念
映
画
　
｢
母
校
よ
永
遠
な
れ
｣

が
監
督
の
岡
本
明
久
氏
を
迎
え
て

上
映
さ
れ
､
母
校
の
百
年
の
重
み

を
し
み
じ
み
と
味
わ
さ
れ
た
｡

総
会
に
は
阿
部
事
務
局
長
を
は

じ
め
､
三
多
摩
地
区
連
絡
協
議
会

の
関
八
王
子
支
部
長
､
五
十
嵐
立

川
支
部
長
､
内
田
日
野
支
部
長
が

来
賓
と
し
て
ご
列
席
に
な
-
､
能

味
常
任
理
事
の
司
会
で
次
第
通
り

進
め
ら
れ
た
｡

井
上
副
支
部
長
の
開
会
の
辞
に

続
い
て
､
村
田
支
部
長
は
､
伝
統

あ
る
校
風
の
も
と
に
育
て
ら
れ
た

学
員
は
､
国
際
人
と
し
て
飛
躍
す

る
た
め
に
明
朗
か
つ
た
つ
で
あ
っ

て
ほ
し
い
'
と
挨
拶
さ
れ
た
｡

つ
い
で
､
学
員
会
阿
部
事
務
局

長
は
お
馴
染
の
に
こ
や
か
な
顔
で
､

第
二
世
紀
を
開
く
母
校
の
頼
も
し

い
現
況
と
学
員
の
多
彩
な
活
動
振

り
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
､
大
き
な

拍
手
が
起
こ
ー
っ
た
｡

谷
本
理
事
長
か
ら
の
祝
電
が
披

露
さ
れ
た
後
'
村
田
支
部
長
が
議

長
と
な
り
､
議
事
に
入
っ
た
｡

丸
本
幹
事
長
が
､
相
談
役
及
び

準
会
員
制
度
の
設
置
な
ど
の
規
約

改
正
案
､
母
校
百
周
年
記
念
式
典

の
報
告
と
組
織
､
広
報
､
厚
生
'

事
業
各
部
の
活
動
報
告
'
堀
田
会

計
か
ら
決
算
報
告
､
宍
戸
会
計
監

査
の
会
計
監
査
報
告
が
あ
-
､
一

括
上
程
さ
れ
て
'
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
｡
引
き
続
き
〟
国
立
市
民

ま
つ
-
〟
に
参
加
し
'
法
律
､
税

務
､
不
動
産
相
談
を
行
う
他
､
数

々
の
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
が

審
議
さ
れ
､
了
承
さ
れ
た
｡

山
村
常
任
理
事
が
閉
会
の
辞
を

述
べ
て
小
休
の
後
風
間
副
幹
事
長

の
司
会
で
懇
親
会
に
移
っ
た
｡

来
賓
の
方
々
か
ら
丁
重
な
祝
辞

を
頂
い
た
後
､
名
誉
教
授
中
西
旭

顧
問
の
乾
杯
で
宴
に
入
-
'
宴
も

甜
と
な
っ
た
頃
､
谷
国
立
市
長
が

馳
せ
参
じ
､
市
政
の
現
状
を
報
告

し
､
市
民
本
位
の
市
政
を
推
進
す

る
決
意
表
明
が
あ
っ
た
｡
井
上
正

博
市
議
も
自
己
紹
介
の
上
挨
拶
｡

紅
一
点
の
平
本
聖
子
さ
ん
の
笑

顔
は
会
場
を
一
層
な
ご
や
か
に
盛

-
上
げ
て
､
盃
を
重
ね
歓
談
し
､

時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
'
名
残
-

は
尽
き
な
か
っ
た
が
'
最
後
に
肩

を
組
ん
で
校
歌
を
斉
唱
し
､
山
崎

常
任
理
事
の
発
声
で
万
才
を
三
唱

し
て
幕
を
閉
じ
た
｡(

能
味
寿
哉
記
)

役
員
改
選
､評

議
員
他

学
校
法
人
中
央
大
学
及
び
学
貴

会
で
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
あ
-
ま
し
た
｡
国
立
白
門
会

か
ら
は
､
日
頃
の
活
動
が
評
価
さ

れ
て
､
顧
問
の
市
橋
先
生
は
再
任

で
す
が
､
村
田
支
部
長
も
初
め
て

学
貴
会
幹
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
｡

評
議
員

市
橋
千
鶴
子

学
貴
会
幹
事

市
橋
千
鶴
子

村
田
　
亘

協
議
員

井
上
定
男

福
谷
　
実

(
就
任
六
月
二

四
日
任
期
四
年
)

(
再
任
)

(
就
任
七
月
一
日

任
期
三
年
)

(
再
任
)

(
新
任
)

(
就
任
七
月

一
日
任
期
三
年
)

(
再
任
)

(
再
任
)

中
大
エ
イ
ト

四

読

昭
和
六
一
年
の
ボ
ー
ト
日
本
一

を
決
め
る
選
手
権
が
､
八
月
二
一

日
か
ら
二
四
日
ま
で
､
戸
田
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
コ
ー
ス
　
(
二
千
メ
ー
ト

ル
)
　
で
行
な
わ
れ
た
｡
二
三
日
に

行
な
わ
れ
た
第
十
三
回
全
日
本
大

学
選
手
権
に
お
い
て
中
大
エ
イ
ト

ク
ル
ー
は
史
上
初
の
四
連
覇
を
成

し
と
げ
た
｡

決
勝
は
'
優
勝
回
数
最
多
を
誇

る
東
大
､
伝
統
の
早
･
慶
､
昭
和

二
九
年
優
勝
の
北
大
と
､
本
学
ク

ル
ー
で
争
わ
れ
た
｡

レ
ー
ス
は
前
半
か
ら
激
し
い
も

の
と
な
-
'
千
メ
ー
ト
ル
の
ラ
ッ

プ
は
慶
応
が
と
り
､
本
学
と
の
争

い
と
な
る
｡
中
大
の
リ
ズ
ム
は
軽

観

　

桜

　

会

多
摩
地
区
学
貴
会
支
部
連
合
会

今
年
の
国
立
桜
祭
-
は
､
例
年

に
な
く
美
し
く
咲
い
た
満
開
の
好

期
に
催
さ
れ
た
が
､
こ
の
日
多
摩

地
区
の
学
員
会
支
部
連
合
会
は
多

摩
校
舎
で
観
桜
会
を
開
催
し
た
｡

国
立
支
部
か
ら
は
､
桜
祭
-
の

関
係
で
村
田
･
井
上
･
福
谷
･
丸

本
民
ら
に
限
ら
れ
た
が
､
家
族
同

伴
の
方
も
あ
っ
て
会
場
は
一
杯
に

な
っ
た
｡

開
会
の
こ
と
ば
を
村
田
支
部
長
､

お
祝
い
の
こ
と
ば
を
大
学
の
桃
井

理
事
が
述
べ
､
参
加
者
は
女
性
歌

手
の
う
た
う
歌
に
調
子
を
合
わ
せ
､

ま
た
他
支
部
と
挨
拶
を
交
わ
す
な

ど
'
会
は
賑
や
か
に
進
行
し
た
｡

窓
越
し
に
見
る
桜
は
あ
で
や
か

で
､
ビ
ー
ル
の
杯
を
重
ね
さ
せ
た

が
'
帰
途
校
門
へ
と
下
る
丘
で
見

た
夕
暮
時
の
若
桜
が
､
ぼ
ん
ぼ
り

に
次
第
に
映
え
て
い
-
様
は
､
春

宵
な
ら
で
は
の
風
情
ひ
と
し
お
な

る
も
の
が
あ
っ
た
｡
若
桜
の
こ
と

故
､
来
年
は
更
に
ま
た
一
段
と
見

事
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

快
で
､
千
五
百
メ
ー
ト
ル
で
は
逆

に
一
艇
身
の
差
を
つ
け
､
最
後
ま

で
一
糸
乱
れ
ぬ
漕
ぎ
方
で
見
事
四

連
覇
を
飾
っ
た
｡

史
上
初
の
四
連
覇
は
達
成
さ
れ

た
が
､
中
大
漕
艇
部
が
取
組
む
課

題
は
多
い
｡
積
極
的
に
世
界
に
目

を
向
け
､
日
本
の
漕
艇
界
の
索
引

車
と
な
-
､
ソ
ウ
ル
五
輪
で
は
中

大
健
児
の
心
意
気
を
示
し
て
も
ら

い
た
い
｡
(
学
員
時
報
9
･
2
5
よ
り
)
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漢私学では3番手の中大勢力 
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● ��ｨ耳�ﾈ�8�ｲ�

一giCiこ誓竺霜志o'.-.S;to主 

繕評=票捕ま裁.●ー 

宇目 
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早慶東京中自明東大神 
描 剌､応 

田菱京都矢本治北板戸 
塑 

(グラフはー94大学上場企業ミドル調査 
週刊ダイヤモンド2月22日号より) 

緑ゆだかな環魔の保全をめざして

緑地設計施工管理
環境衛生販売請負
法面種子吹付工事

関東薬品造園株式会社

国立市谷保6660

捌(75) 4101㈹

Wine & Dinner
あなたのひとときを

イタリアンレストラン
OPEN ll:30AM～10:00PM

中上e-4大学通り自十字2F
TEL. 76-1401

中
大
パ
ワ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
も
活
躍
/

｢
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
｣
　
が
'

こ
の
二
月
に
独
自
調
査
し
た
工
場

企
業
一
八
一
八
社
の
部
長
､
課
長

ら
一
三
万
五
八
一
六
人
の
ミ
ド
ル

の
出
身
大
学
は
､
早
稲
田
大
学
九

三
〇
七
人
､
慶
応
大
学
七
五
二
九

人
､
東
京
大
学
六
六
七
一
人
､
京

都
大
学
四
四
四
五
人
､
中
央
大
学

四
二
三
人
と
い
う
結
果
が
出
た
｡

こ
れ
は
国
公
立
も
含
め
た
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
第
五
位
､
そ
し
て
私
学

で
は
第
三
位
の
座
を
中
央
大
学
が

占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
｡
従
来
､

中
央
大
学
と
い
え
ば
'
法
科
の
中

央
と
し
て
法
そ
う
界
で
の
活
躍
は

有
名
す
ぎ
る
程
で
あ
る
が
､
今
日

の
中
央
大
学
を
語
る
上
で
､
前
記

の
調
査
結
果
は
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で

も
着
々
と
地
歩
を
築
き
つ
つ
あ
る

中
央
大
学
の
姿
を
示
し
て
い
る
｡

創
立
以
来
一
〇
一
年
､
こ
の
間

中
央
大
学
は
飛
躍
的
な
ス
ケ
ー
ル

ア
ッ
プ
と
と
も
に
､
総
合
大
学
と

し
て
の
体
制
を
整
え
た
｡
法
､
経

済
'
商
'
理
工
､
文
の
五
学
部
､

大
学
院
五
研
究
科
､
七
研
究
所
､

三
付
属
高
校
を
擬
し
'
卒
業
生
三

五
万
人
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
い

る
｡

ビ
ジ
ネ
ス
社
会
第
三
位
の
実
力

も
､
中
央
大
学
が
総
合
大
学
と
し

て
示
す
も
の
の
ひ
と
つ
だ
｡

中
央
大
学
は
､
昭
和
五
三
年
､

｢
教
学
施
設
充
実
計
画
｣
　
の
一
環

と
し
て
､
文
科
系
四
学
部
を
神
田

駿
河
台
か
ら
多
摩
校
舎
へ
移
転
し

た
｡
す
で
に
移
転
し
て
八
年
余
｡

駿
河
台
時
代
の
有
形
無
形
の
伝
統

と
財
産
を
見
事
に
受
け
継
ぎ
､
さ

ら
に
こ
の
多
摩
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
へ
と
い
う
新
ル

ー
ト
も
確
立
さ
れ
た
｡
中
大
パ
ワ

ー
の
ダ
ッ
シ
ュ
に
も
一
段
と
は
ず

み
が
つ
-
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
(
過

刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
よ
り
)

活

　

動

韓
講
か
ら

国
立
白
門
会
で
は
下
半
期
､
次

の
企
画
を
実
施
い
た
し
ま
す
｡

万
障
お
繰
-
合
わ
せ
て
ご
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
｡

一
､
秋
の
甲
斐
路

十
月
一
八
日
　
四
頁
記
事
参
照

二
､
市
民
ま
つ
り

十
一
月
三
日
一
貫
記
事
参
照

三
､
囲
碁
大
会

会
長
杯
争
奪
囲
碁
大
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
｡
前
回
は
荒
木
氏
が

初
優
勝
し
ま
し
た
が
'
過
去
二
度

優
勝
し
た
棋
士
は
い
ま
せ
ん
｡
荒

木
氏
が
初
の
連
続
制
覇
を
達
成
す

る
か
､
そ
れ
と
も
新
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
が
誕
生
す
る
か
､
興
味
の
つ
き

ぬ
と
こ
ろ
で
す
｡

記

日

　

時

　

十

一

月

一

六

日

　

(

日

)

午
前
十
時
開
場
(
練
習
)

午
後
一
時
半
試
合
会
始

会
　
場
　
ダ
イ
ヤ
パ
レ
ス
集
会
所

(
下
図
参
照
)

会
　
費
　
千
円
(
賞
品
､
お
茶
代
)

連
絡
先
　
山
崎
　
武
.
ベ
2
-
3
9
4
8

小
林
　
治
7
7
-
2
2
)
7

四
'
あ
れ
こ
れ
会
　
下
段
参
照

十
一
月
九
日

五
､
新
年
会

六
〇
年
度
は
四
十
名
近
い
出
席

で
盛
会
で
し
た
｡
今
回
も
よ
り
一

層
の
充
実
を
計
る
た
め
に
も
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
｡

記

日
時
　
六
一
年
一
月
二
四
日
(
土
)

午
後
五
時
半
か
ら

場
　
所
　
信
濃
路

詳
細
は
山
崎
ま
で

℡
七
二
-
三
九
四
八

第
4
回
あ
れ
?
-
｣
れ
/
会

第
三
回
あ
れ
こ
れ
考
え
る
会
は

六
月
一
五
日
に
､
多
数
の
方
が
出

席
さ
れ
教
育
･
居
住
環
境
･
女
性

観
な
ど
囲
炉
裏
端
会
議
風
に
開
か

れ
ま
し
た
｡
今
秋
も
市
民
ま
つ
り

の
後
に
開
催
い
た
し
ま
す
｡
お
時

間
の
許
す
方
は
ご
出
席
を
｡

記

十
一
月
　
九
日
　
(
日
)
　
午
後
二

時
か
ら
五
時
ま
で
､
ダ
イ
ヤ
パ
レ

ス
集
会
所
に
て
｡
参
加
費
無
料

連
絡
先
　
久
保
田
利
雄
､
7
5
-
2
2
4
4

会
費
納
入
の
お
願
い

会
費
未
納
の
方
は
､
年
会
費

二
千
円
を
納
入
し
て
下
さ
い
｡

連
絡
先
　
堀
田
　
勲
7
6
-
0
9
9
5
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秋の見学会10月18日(土)

霧ヶ峰･白樺湖･蓉科湖
コ-ス

国立(中央道)-甲府-諏訪湖(松

亀味噌工場見学) ･諏訪神社(下)
-霧ヶ峰-白槽朔(ビーナスライン)

-蓼科湖-茅野I C-国立

会費　3,(m円(車代･高速代)

昼食は各自負担
午前7時出発予定

ぶどう狩りもありますので､

ふるってご参加下さい｡

10月14日までに下記-連絡下

さい｡

72 - 3948
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春
の
秩
父
路
を
探
ね
る

五
月
十
八
日
　
(
冒
)
､
朝
七
時

十
五
分
に
出
発
の
貸
切
り
バ
ス
は
'

山
崎
厚
生
部
長
の
事
前
偵
察
よ
ろ

し
く
順
調
な
ド
ラ
イ
ブ
だ
っ
た
｡

郊
外
レ
ス
ト
ラ
ン
の
建
て
混
ん

で
い
る
所
沢
を
抜
け
､
関
越
高
速

道
の
料
金
所
に
は
八
時
着
だ
が
､

や
が
て
前
方
還
-
に
秩
父
嶺
が
見

え
て
き
た
｡
高
坂
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
で
一
服
｡
花
園
イ
ン
タ
ー
か
ら

荒
川
を
越
え
料
金
所
を
す
ぎ
る
と

寄
居
町
だ
｡
｢
秩
父
ま
で
0
0
h
L
　
と

あ
る
｡
九
時
に
な
っ
て
い
た
｡
わ

●

●

●

●

●

●

●

が
小
泉
レ
ン
タ
バ
ス
は
､
二
十
分

後
長
瀞
駅
前
郵
便
局
前
を
走
り
無

事
上
長
瀞
駅
下
の
川
原
近
く
に
到

着
｡
中
津
川
下
-
の
遊
覧
船
を
見

か
け
た
-
､
ゴ
ー
ッ
ゴ
ツ
し
た
岩
に

登
っ
て
み
た
-
の
小
休
止
も
楽
し

い
｡
一
同
記
念
写
真
に
納
ま
っ
て

か
ら
十
時
の
発
車
｡
熱
い
缶
コ
ー

ヒ
ー
が
う
ま
い
｡
国
道
1
4
0
線

を
和
銅
鉱
泉
､
葡
萄
園
'
イ
チ
ゴ

園
と
か
け
る
｡
秩
父
セ
メ
ン
ト
の

大
き
な
事
業
所
近
く
の
グ
ラ
ン
ド

で
は
市
内
少
年
育
成
バ
レ
ー
大
会

も
開
か
れ
て
い
た
｡
バ
ス
は
緑
深

い
渓
流
沿
い
に
ダ
ム
を
目
指
し
､

右
に
秩
父
湖
を
見
て
十
一
時
半
､

三
峯
神
社
下
に
停
ま
る
｡
村
田
会

長
夫
妻
は
じ
め
皆
さ
ん
が
思
い
思

い
の
祈
り
を
捧
げ
て
､
そ
の
社
殿

の
壮
大
さ
に
び
っ
く
-
さ
れ
て
い

た
｡
こ
ん
な
山
奥
に
信
者
多
数
を

泊
め
る
建
物
も
立
派
に
整
っ
て
い

る
の
に
改
め
て
感
心
｡
四
十
分
程

ゆ
っ
く
り
散
策
を
し
て
バ
ス
へ
戻

る
｡
自
室
鉱
山
の
工
場
と
か
奥
秩

父
温
泉
郷
の
案
内
板
を
窓
外
に
､

青
葉
若
葉
の
森
の
美
し
さ
を
賞
で

つ
つ
秩
父
町
中
へ
と
バ
ス
は
復
路

に
つ
く
｡
昼
食
は
秩
父
電
鉄
タ
ー

ミ

ナ

ル

の

2

階

レ

ス

ト

ラ

ン

･

サ

ン
シ
ル
ク
で
の
幕
の
内
定
食
を
味

わ
っ
た
｡
ビ
ー
ル
の
乾
杯
が
婦
人

方
に
も
快
か
っ
た
よ
う
だ
.
(
地
酒

は
､
武
甲
正
宗
)
｡
一
行
は
'
秩
父

●

●

●

神
社
に
参
拝
し
た
り
､
ま
つ
-
会

館
の
た
し
も
の
を
の
ぞ
い
た
り
､

土
産
物
を
買
い
込
ん
だ
-
し
て
､

バ
ス
を
待
つ
｡
午
後
二
時
四
十
分

発
の
車
内
で
　
｢
こ
の
.
S
は
ぜ
ひ
夜

祭
-
を
見
に
き
た
い
-
｣
　
と
'
秒

父
路
の
風
情
は
､
本
当
に
皆
さ
ん

の
胸
の
底
ま
で
し
み
こ
ん
だ
よ
う

だ
｡
帰
路
は
正
丸
峠
か
ら
飯
能
に

出
た
｡
五
時
私
た
ち
夫
婦
は
国
立

北
二
丁
目
で
下
車
｡
窓
辺
で
手
を

振
っ
て
下
さ
る
お
一
人
お
ひ
と
り

が
､
名
残
-
惜
し
ん
で
下
さ
る
の

が

う

れ

し

か

っ

た

｡

　

　

　

(

N

)

恒
例
の
納
涼
懇
親
会
は

"
水
圏
で

広
報
部
　
平
本
　
聖
子

七
月
十
九
日
　
(
土
)
　
日
中
は
三

二
､
七
度
と
い
う
真
夏
日
の
夕
べ
､

野
猿
街
道
ぞ
い
の
一
水
圏
の
広
間

で
久
し
ぶ
-
に
会
員
の
皆
さ
ん
が

顔
を
そ
ろ
え
た
｡
谷
市
長
も
山
川

秘
書
と
共
に
御
出
席
に
な
ら
れ
､

早
速
き
れ
い
に
造
園
さ
れ
た
庭
の

池
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
を
行
っ

た
｡
午
後
六
時
過
ぎ
､
厚
生
部
長

の
山
崎
さ
ん
の
挨
拶
に
続
い
て
､

村
田
支
部
長
の
お
話
｡
次
に
､
こ

の
ほ
ど
の
学
貴
会
で
幹
事
に
選
任

さ
れ
た
市
橋
先
生
　
(
脅
任
)
､
村

田
支
部
長
　
(
新
任
)
　
の
お
二
人
に

拍
手
が
送
ら
れ
た
｡
谷
市
長
か
ら

は
､
来
年
十
一
月
三
日
､
市
民
待

望
の
芸
術
小
ホ
ー
ル
　
(
仮
名
)
　
完

成
予
定
を
は
じ
め
､
市
制
二
十
周

年
を
迎
え
る
た
め
の
諸
行
事
推
進

に
大
忙
し
の
近
況
な
ど
が
述
べ
ら

れ
た
｡
酒
井
先
生
の
音
頭
で
乾
杯
｡

コ
イ
の
活
作
-
が
供
さ
れ
る
頃
､

自
己
紹
介
が
始
ま
っ
た
｡
市
橋
先

生
や
井
上
市
議
の
お
話
は
､
盛
ん

な
拍
手
を
よ
ん
だ
｡
皆
さ
ん
は
自

由
に
席
を
と
-
､
杯
を
酌
み
交
し

な
が
ら
の
談
笑
と
な
-
､
そ
の
に

ぎ
や
か
さ
に
､
せ
っ
か
く
の
カ
ラ

オ
ケ
の
声
も
よ
-
通
ら
な
い
ほ
ど

だ
っ
た
｡
男
性
の
酒
豪
山
村
さ
ん

に
は
､
フ
グ
の
ひ
れ
酒
が
好
評
の

よ
う
で
､
上
々
の
御
機
嫌
で
あ
っ

た
｡
こ
こ
一
水
圏
事
業
部
長
の
風

間
副
幹
事
長
の
お
計
ら
い
で
お
い

し
い
お
料
理
が
次
々
と
運
ば
れ
た
｡

楽
し
い
宴
も
終
わ
-
に
近
づ
き
､

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
､
我
が
会

の
万
歳
を
三
唱
し
て
､
幕
を
引
い

た
の
は
九
時
半
に
近
か
っ
だ
｡

出
席
者
　
(
順
不
同
､
敬
称
略
)

谷
清
､
市
橋
千
鶴
子
､
酒
井
博

村
田
亘
､
福
谷
実
､
荒
木
繁
幸

能
味
寿
裁
､
山
村
鶴
音
､
井
上

正
博
､
山
崎
武
､
山
川
昌
一
､

堀
田
勲
､
中
島
順
敬
､
小
林
治

風
間
勝
利
､
川
村
俊
介
､
新
倉

良
平
､
平
本
聖
子
｡


